

























































































































































かった。表 1は， 4人の被験者の音楽鑑賞中（ 5
分間）の皮膚電気反射（GSR）自発反射回数を示












被験者 フルート ピアノ 吹奏楽 合唱
A 8 19 33 23
B 12 22 37 28
C 7 15 28 21
D 10 19 31 27




































































被験者 フルート ピアノ 吹奏楽 合唱
A 7 5 3 4
B 8 5 4 5
C 6 4 3 4
D 8 4 3 4
平均±標準偏差 7.25±0.96 4.50±0.56 3.25±0.50 4.25±0.50
表 4．〇のついた数の統計的有意差の有無
区　分 T　値 統計的有意差
フルート　－　ピアノ 5.914 有 (P ＜0.01)
フルート　－　吹奏楽 8.602 有 (P ＜0.01)
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